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蜂ろうの性質と用途

人とミツバチの関わりは大変古く,スペイン

のバレンシア地方では紀元前6000年頃の洞窟

壁画にハチミツを採取する様子が描かれてい

る.蜂ろう (beeswax)が人に利用された歴史

も古く,古代エジプトでミイラを作る際に峰ろ

うが使われていたことが発見されている.戚

(ろう)は英語でワックスと言うが語源はラテ

ン語で蜂ろうのことを意味し,蝋燭の蛸とはま

さに蜂ろうのことを示している.

旭燭が発明されてから,蜂ろうは蝋燭の原料

として利用されるようになり,イエス･キリス

トが誕生し,キリスト教の布教に伴って教会で

灯す塊燭の需要が急速に増えた.聖書の中にも

ミツバチや-チミツに関する記述があり,蜂ろ

うで作られた蛸燭の光はそのまま神の光,イェ

スの愛として人々はその光を敬愛した.現在で

もキリスト教の教会では蜂ろうの蝦燭を灯して

おり,その伝統は今も厳粛に守られている.こ

のような宗教上の理由から考えてもミツバチが

ヨーロッパの人々にいかに愛され,そして大事

にされてきたか伺い知ることができる.

日本では正倉院御物の中に膿蜜 (ろうみつ)

というものがあり,これは天平勝宝八年 (756

図 1 働き蜂の腹部から分泌されるろう片

古賀 直-

年)献納の薬品60種の一つとある.今から

1200年以上も昔に日本でも蜂ろうが使われて

いた証拠である.そのころは薬品として扱われ

ていたようだが,蜂ろうに含まれる蜂ヤニ (プ

ロポリス)等の薬効がすでに発見されていたの

かも知れない.当時,日本ではウルシやハゼの

木からモクロウと呼ばれるろう分を抽出して旭

燭が作られており,蜂ろうが臓燭の主な原料と

なることはなかった.キリスト教とミツロウの

関係と同様に仏教とモクロウから作られた塊燭

は深く関わっており,現代でも神前に灯す雌燭

はモクロウが正式な嶋燭の原料として使われて

いる.

旭燭の普及に伴い蜂ろうの需要は拡大してい

ったが,その需要に拍車をかけたのが鉄砲の発

明だった.鉄砲の弾薬に使用される火薬の防湿

剤として蜂ろうが使用されるようになり,人々

はより多くの-チミツと蜂ろうを収穫するため

にミツバチを飼育するようになるが,家畜とし

て合理的に飼育できるようになったのは19世

紀半ば頃に可動巣枠が発明されてからである.

それから急速に近代養蜂は発展し,蜂ろうも多

くの分野で産業利用されるようになった.

蜂ろうの生産

働き蜂の腹部第4節から第7節までの腹部

に4対のろう分泌腺があり,羽化後 12-20日

位の働き蜂のろう分泌腺からろう片が分泌され

る(図 1).働き蜂はロと触角を使ってこのろう

片で巣を作る.分泌されたろう片 (図2上)は

美しく透明だが,巣を作る際にはろう分以外に

花粉やプロポリス,唾液成分等が含まれるので

完成した巣は黄色みを帯びている (図2中).
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図2 分泌されたろう片 (上),蜂ろうはミツバチの

巣材として利用され,この時点で用途によって着色

が起こる (中),蜜源によってその花粉由来の色素で

ろうの着色が異なる (下)

ミツバチの巣から-チミツを採った後,この

巣を集めて精製 したものが煉ろう (beeswax)

である.一般的にミツバチの巣板は再利用され

るので,その回数により蜂ろうの色や臭い,不

純物の量などが異なる.蜂ろうの色は花の種類

や産地の違いによっても異なる (図 2下).

蜂ろうの精製方法を図 3に示す.蜂ろうを商

業的に生産する場合は,まず,採蜜後の巣に付

着する-チミツを取り除くために湯洗という精

製を行う.採蜜後の巣を金属製の容器に入れ,

70℃以上の水で溶解 し,充分に撹拝 して静置冷

却して蜂ろうと水を分離させる.分離 した蜂ろ

うは水の上で固まった状態で浮いているので排

水して蜂ろうを取り出し自然乾燥させる.こう

して得られた蜂ろうは粗ろう (crudewax)と

水屑

(ハチミツ.その他水溶成分)

⊂垂垂二]

臭気成分 脱色脱臭蜂ろう

図3 蜂ろうの精製方法

粗ろうの吸着破過過程:粗ろうを溶解し,活性炭等を

加えて撹拝し,フィルタープレスで熱癒過する.

黄ろうの脱色過程:化学脱色-過酸化水素,オゾンな

ど.天日脱色-日光晒し.

脱色蜂ろうの脱臭過程:減圧水蒸気蒸留,分子蒸留.

最終産物である脱色脱臭蜂ろうは,精製蜂ろう,精製

ミツロウ,サラシミツロウなどの名称で呼ばれる.

呼ばれ,ひとかたまり3-5kgのブロックを

作り, これを20-30kg単位で包装 して商品

となる.

商品となった粗ろうは,養蜂家から蜂ろう買

付業者の手に移り,蜂ろう買付業者は養蜂家を

順番に回って粗ろうを買い集め,製蝿会社や輸

出商社に販売する.

蜂ろうの生産は世界各国で行われているが,

蜂ろうを商業生産 している主な国はエチオピ

ア,タンザニア,ケニア,スペイン,フランス,

インド,中国,ロシア,日本,オーストラリア,

ニュージーランド,アメリカ,メキシコ,チリ,

アルゼンチン,ブラジル等である.先進国では

需要に自国での供給が足りず海外諸国から輸入



している国も多い.粗ろうは黄色から褐色で臭

気も強く,花粉や砂,粉塵等の不純物を含むの

で,製蛸会社が脱色,脱臭等の精製を行って最

終商品となる.日本においては,製旭会社が5

社あり,5社合わせて年間約 700トンの精製蜂

ろうが生産されているが,その原料となる粗ろ

うは9割以上が輸入品である.

蜂ろうの性質

蜂ろうを加熱すると,64℃で融解する.融解

した状態では透明な液体で, 100℃での粘度は

1.2Pa. Sである.固化 した状態での蜂ろうは

針入度 16であり,徴密な微結晶でもろさは無

く,硬質粘土のような粘りがある.蜂ろうは常

温でエタノール,ベンゼン,キシレン,ヘキサ

ンに一部溶解し,40℃では完全に溶解する.ク

ロロホルム,四塩化炭素,エーテルには常温で

溶解する.また,油脂類やワックス類,樹脂類

とも広い範囲で相溶性がある.

蜂ろうの成分組成は,ロウエステル,炭化水

莱,遊離脂肪酸,遊離アルコール,その他,5種

類の成分を含むが,それぞれの成分中でも物質

の種類は多様で非常に複雑な組成で構成されて

いる.

また, ミツバチの種類によっても蜂ろうの性

質は異なり,特にセイヨウミツバチとトウヨウ

ミツパテの巣から得られる蜂ろうはその成分組

成が異なり,酸価の違いから酸価が高いセイヨ

ウミツバチの蜂ろうを高酸タイプ,酸価が低い

トウヨウミツパテの蜂ろうを低酸タイプと呼

ぶ.セイヨウミツバチとトウヨウミツバチの蜂

ろうの一般的な性質を衰 1に示す.

セイヨウミツパテとトウヨウミツバチの蜂ろ

うの組成の違いについては炭化水素や遊離脂肪

酸の含量及び炭素数分布が明らかにされており

(吉田,佐々木,1995),炭化水素はトウヨウミ

ソバチが 14%ほど多く,遊離脂肪酸はセイヨ

ウミツパテが8%ほど多いことなどが確認され

ている.このことは2種類の蜂ろうの酸価の違

いが遊離脂肪酸の含有率の違いによることを示

している.

アジア以外の養蜂Egでは,蜂ろうはセイヨウ
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蓑 1 セイヨウミツバチとトウヨウミツバチの精製

蜂ろうの性質

項目 セイヨウミツバチ トウヨウミツバチ

主成分含量 (%)

炭化水素 2 3 36.2

エステル 55.1 49.6

遊離脂肪酸 17.5 9,7

遊離アルコール 0,9 1,9

製品規格値

酸価

ケン化価

ヨウ素価

融点

強熱残分

水分

重金属

ヒ素

比重

物性値

針入度

引火点

比重

粘度

関連法規

食品添加物

公定書

日本薬局方

既存化学

物質番号

14-22 5-9

80-100 801100

4-15 5-15

60-67 60-67

0.1%以下 0.1%以下

03%以下 0.3%以下

20ppm以下 20ppm以下

2ppm以下 2ppm以下

0.95-0.97 0.95-0,97

15-17 15-17

257℃ 260℃

0,965 0.960

1.0-1.5Pa.S 1

収載 収載

収載 収載

対象外 対象外

FDA 184-1973

172.510

170-3

184-1

CAS.NO. 8012-89-3

※セイヨウミツバチ蜂ろうの主要産出国:オースト

ラリア,ニュージーランド,チリ,アルゼンチン,ブ

ラジル,メキシコ,ロシア,中国,タンザニア,エチ
オピア

ミツバチの蜂ろうを意味し,商業生産されてい

る蜂ろうは100%セイヨウミツパテのものであ

る.日本においてもトウヨウミツバチの蜂ろう

は蜂ろう市場全体の5%ほどであり,特に指定

が無い場合は蜂ろうとはセイヨウミツパテの蜂

ろうのことを示す.ニュージーランド産セイヨ

ウミツパテの蜂ろうの成分組成を表2に示す.

蜂ろうを利用する時の注意点

セイヨウミツバチとトウヨウミツパテの蜂ろ
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表2 セイヨウミツバチの成分組成

成分項目 炭素 化合物名 %

エステル類 60-72%
monoesters C40 Tetracosanoichexadecanoate 14-20

C42 HexacosanoICHexadecanoate 12-i6

C44 0ctacosanoIChexadecanoate 10-18

C46 TriacontanoIChexadecanoate 18-24

C48 DotriacontanoIChexadecanoate 10-15

C50 Tetratricontanoichexadecanoate 3-5

C56 Dihexadecanoictetraconsanedioate L3

C58 DihexadecanoichexacosanedlOate 1-3

C60 Dihexadecanoicoctacosanedioate 1-3

C62 Dihexadecanoictriacontalledioate 1-4

C64 Dihexadecanoicdotoriacontanedioate 1-2

triesters C72 unldentifled

C74 unldentified

C76 unidentified

C78 unidentifled

1-2

ト2

1-2

1-2

hydroxyesters C46:1 Triacontanoichydroxyhexadecanoate 1-2

C48:1 Dotriacontanoichydroxyhexadecanoate 1-4

hydroxypolyesters unidentified 1-2
acidesters unidentified L2

acidpolyesters unidentified 1-3
10-16% 1-3

C23 Tricosane

C25 Pentacosane

C27 Heptacosane
C29 Nontacosane

C31 Hentriacontane

C31:1 Hentriacontene

C33 Tritriacontane

C33:1 Tritriacontene

C35 PentatrlaCOntane

C37 Heptatriacontane

0-1

i-2

3-6

ト2

1-3

1-2

1-2

1-2

0-1

0-1

遊離脂肪酸類 11-15%
C16 Hexadecanoicacid

C18 0ctadecanoicacid

C22 Docosanoicacid

C24 TetracosanoICacid

C26 Hexacosanoicacid

C28 0ctacosanoicacld

C30 TrlaCOntanOICaCld

C32 Dotoriacontanoicacid

C34 Tetratricontanoicacid

2-3

1-2

0-1

6-8

2-3

2-3

2-3

1-2

1-2

hydroxyfattyfreeacid C16-1 Hydroxyhexadecanoicacid 1-2

C24-1 Hydroxytetracocanoicacid 1-3

C26-1 Hydroxyhexacocanoicacid

遊離アルコール 2-6%

董

仙

T

H

0

T

D

T

4

6

8

0

2

4

2

2

2

3

3

3

c

c

C

C

C

C

2

2

2

3

2

2

1

1

1

2

1

1
未同定成分 2-6%
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図4 蜂ろうろうそくは主にキリスト教界で使用さ

れる.パラフィンワックスのろうそくと比較すると

赤みを帯びた柔らかい光を放つ.

うは,酸価を分析することによって区別するこ

とができるが,この2種類が養蜂されている中

国から輸入された蜂ろうは中間的な酸価の値を

示す物が多く,これらの区別が判然としないも

ilA藍

のがある.中国の養蜂家から直接入手 した蜂ろ

うを分析 したところ,セイヨウミツパテと トウ

ヨウミツパテの蜂ろうには酸価に明確な区別が

あり,産地や花の種類による違いはなかった.

GC分析等で分析 して異物の混入がない場合

は,単純にセイヨウミツバチとトウヨウミツバ

チの蜂ろうが混合されていることが多い.混合

された蜂ろうであっても,蜂ろうとして大きな

物性の変化はなく,大部分のユーザーにおいて

も性能評価に大きな差はないが,乳化安定性等

はセイヨウミツバチの高駿 タイプの方が良い.

また,規格上の問題 もある.日本では化粧品原

料基準のようにセイヨウミツバチとトウヨウミ

ツバチの2種に分けて酸価の規格を設定 し,中

間的な酸価の蜂ろうは規格外とされている.欧

米では トウヨウミツパテの規格はなく,セイヨ

･-,, p'1､-J･,r/

図5 蜂ろうを用いる化粧品

口紅 (左)には10-30%のワックスと70-90%のオイル成分が含まれており,ワックスはオイル成分を固化させ

るために使用される.蜂ろうはオイル成分との相溶性がよく,くちびるに滑らかな使用感と光沢を与える.基礎

クリーム (左)には,コールドクリーム,バニシングクリーム,クレンジングクリーム,ナイトクリームなどが

あり,蜂ろうは乳化性と皮膚■閉塞性に優れているので,それらの基剤として使用される.
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図6 蜂ろうを用いる医薬品

錠剤 (左)を蜂ろうで薄くコーティングすることにより,防湿効果を高める.また,混合薬剤などでは薬剤を蜂

ろうでコートしておくことにより,薬剤同士を直接接触させない効果もある.蜂ろうはo/W型の乳化物として

品質を安定させ,軟膏の粘度の調節ができるので,皮膚に使用する軟膏類 (右)の基剤として使用される.
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ウミツパテの規格 (酸価 17-24)のみである.

昨年JECFA/WHOの要請で日本も蜂ろうを正

式に食品添加物として規格化することになり,

厚生省の依頼で規格設定を担当したが, トウヨ

ウミツパテの蜂ろうは当初規格の設定がなく,

日本と中国の養蜂活動を説明して,無事にトウ

ヨウミツバチの蜂ろうも食品添加物として使用

することができるようになった.しかし,蜂ろ

う製品を輸出する場合は依然として欧米では高

酸タイプの規格しかなく注意が必要である.

ミツバチの巣礎には蜂ろう以外のパラフィン

ワックス等が混合されていることがある.巣礎

に蜂ろう以外のワックスが入っていても,ある

程度まではミツバチは受け入れることがわかっ

ており (吉田･吉田,1991),蜂ろうを精製す

る前にはGC等でパラフィンワックス混合の有

無を確認しなければならない.たとえ微量であ

ってもパラフィンワックスにはベンツピレン等

の有害成分が含まれるものがあり,注意が必要

である.パラフィンワックスや他のワックスが

混入している場合その異物だけを取り出して精

製することは,極めて困難である.

蜂ろうの今後

蜂ろうは様々な工業分野で利用されている

が,それぞれの分野でより高度な性能が求めら

れている.匂いのないもの,白いもの,透明な

もの,硬いもの,柔らかいもの,微粉末,溶剤

溶解性の良いもの,溶剤保持力の大きいもの,

などなどユーザーの数だけ要求はある (図4-

15).従来は単純に脱色脱臭した蜂ろうを利用

してきたが,最近では蜂ろうの一部の機能性に

着目し,その性能もしくはその性能を持ってい

る成分を分取して機能性を高めようとする傾向

がある.また,蜂ろうを原料として化学変化を

加えて新しい特性を開発する動きもある.いず

れのユーザーも蜂ろうを選択する理由の一つに

安全性をあげている.ECの化粧品工業会では

口に入る可能性がある口紅の原料として炭化水

素系のワックスの使用が規制され,積み木など

幼児向け玩具の仕上げ剤や離型剤はパラフィン

ワックスから蜂ろうに変わってきている.こう

図7 蜂ろうを用いる文具

クレヨン(左)や色鉛筆 (右)の芯は,ワックス,樹脂,オイル,顔料などからできている.蜂ろうを使用する

と折れ強度の強い芯を作ることができる.また,低年齢児用の文具も,ロに入れた場合の安全性を考慮して蜂ろ

うが多く使用される.

図8 蜂ろうを用いる玩具

乳幼児の玩具は,ロに入れた場合の安全性を考慮し,

蜂ろうを使用して仕上げてあるものが多い.

写真の積み木も表面を蜂ろうでコーティングしてあ

る.
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図9 蜂ろうを用いる食品

チューインガムには可塑剤として5-10%のワック

スが含まれる.主に石油系のマイクロワックスが

使用されるが,蜂ろうを添加することによりガム

の硬さを調節して,食感を向上させている.

グミキャンディーを煙ろうでコーティングするこ

とにより,べたつきやブロッキングを防止できる.

チョコレー トは空気に触れると表面か白くなる

｢ブルーミング｣を生じる.チョコレートの表面に

薄く蜂ろうをコーティングしておくとブルーミン

グの発生を抑えることができる.

チーズの保存と風味を保つために,ゴーダチーズ

やエダムチーズなどはワックスでコーティング

(チーズコート)する.チーズの種類を区別するた

めにエダムチーズは赤いワックスでコーティング

される.蜂ろうは柔軟にチーズを包み,酸化やひび

割れを防ぐ効果がある.

キャンディーの包装紙やカップケーキの皿,肉ま

んのろう紙などには食品と包装材料をはがれやす

くするためにワックスがコーティングされている.

パラフィンワックスが多く使用されているが,人体

への安全性を考慮 して蜂ろうが使用されることもあ

る.

クッキーやケーキ,たい焼きなどの焼き菓子の離型

剤として蜂ろうを使用すると焦げ付きを防止 して風

味を向上する.

新鮮なフルーツを薄いワックスエマルジョンでコー

ティングすることで,呼吸を抑制し,水分の発散を防

止 して鮮度を保持できる.ワックスの一部として蜂

ろうを使用すると柔軟で徽密な塗膜が得られる.



図 10 靴クリームと皮革クリーム

蜂ろうは靴墨,靴クリーム,皮革クリームの基剤とし

て使用される.蜂ろうは皮革の中に浸透して光沢と

柔軟性を与え,硬くなるのを防止し,表面保護剤とし

て雨や紫外線から皮革を保護する効果がある.

図12 ホットメルト接着剤

ホットメルト接着剤の成分として,ワックスは熱溶

解時の粘度を下げて作業性を向上させ,接着性樹脂

の可塑性を高める.蜂ろうはカップ式のコーヒーミ

ルクのシーリングや食品に直接貼るラベル,また食

品包装紙にも用いられる.

図 11 繊維油剤

紡績工場で糸や繊維を作る際,糸は秒速数十mの高

速で運ばれる.この時に糸が切れないよう,ワックス

をコーティングしておく.蜂ろうは糸の細部に浸透

して耐摩耗性を与える.繊維油剤は乳化物として使

用され,蜂ろうの乳化安定性も重要な特性である.

図13 ロストワックス

ロストワックス鋳造は,金型から同じものを正確に

製造することができるので,貴金属や精密機械の製

造に利用される.ワックスは金型を作るために使わ

れる.蜂ろうは金型の表面に撤密性を与え,製造した

金属製品の肌を美しくする.

図 14 プラスチック滑剤

ワックスは様々なプラスチック製造の滑剤として使用され,プラスチックの流動性を調節し,型の離型性を向上

させる.蜂ろうは透明プラスチックの滑剤として使用すると,他のワックスよりプラスチックの強度が安定する

効果があり,濁りのない透明なプラスチックを得ることができる.

この他,12-ヒドロキシステアリン酸のリチウム塩を主原料とし,蜂ろうを原料とした金属石けんを使用した

グリース類 (防錆剤)もある.蜂ろうを使用すると,チキソトロピー性の大きなグリースが得られる,



したワックスに安全性を求める傾向は今後も続

き,機能性と安全性の両面から蜂ろうの需要は

さらに拡大 していくものと思われる.

最後に,本稿をまとめるにあたり, ミツバチ

と蜂ろうに関する学術的情報と貴重な写真を提

供していただいた玉川大学 ミツパテ科学研究施

設の吉田忠暗氏,佐々木正巳氏の両先生に感謝

の意を表したい.

(〒229-0015 相模原市下溝 539-9

(樵)日本ナチュラルプロダクツ)
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Thisarticlecoverswholethingsaboutbees-

wax.Thefirstpartdescribesthehistoryofits

useandproduction.Thesecondpartisforpro-

ductionofbeeswax.Theorlginofbeeswaxis

thewaxscalesfrom thewaxglandsofhoney-

bees.Thecombwaxisprocessedintopurified

beeswaxforuseinvariablefields.Chemicaland

physicalpropertiesofbeeswaxesfrom2species

ofhoneybeesarecomparedinthethirdpart.
Thereareseveraldifferencesbetweenbeesw-

axesfrom bothbeespecies,especiallyinthe

acidity.ItofA♪ismellLferaishigherthanthat

ofA.ceranaandaccordingtothedifference

bothwaxesareseparatedintohighaciditytype

andlowone.respectively.Thosedifferencesare

usuallynotbasedonthelocalityorfloraュcon-

ditionsandjustbasedonthespeciesofhoney-

bees.BecauseofhighaciditybeeswaxofA.

melliferaisbetterinemulsivetythanthatofA.

ceranaandusuallythereisnostandardsfor

beeswaxofA.ceranaRecently,beeswaxofA.

ceranacanbeusedasafoodadditiveinJapan.

Thefourthpartmentionsaboututilization

ofbeeswaxanditisverydiverseandcompli-

cateddemandsonthepropertiesofbeeswax,

forexample,thatwithoutodor.with white

color,withnocolor,hard.soft,powdered,With

highsolubilityinsolvent,etc.Inthispart.typ-

icaluseofbeeswaxalsoshowswithpictures.


